
　JR東日本グループが長期にわたって成長を続け
ていくためには、収益力を高めるとともに、今まで
以上に社会の一員として果たすべき責任を全うし、
お客さまからの「信頼」を高めていくことが重要で
す。「変革2027」では、国連サミットで採択された
2030年までの国際目標「持続可能な開発目標（ＳＤ
Ｇｓ）」を視野に入れ、事業を通して社会的な課題の
解決に取り組み、地域社会の持続的な発展にコミッ
トする姿勢をはっきりと打ち出しました。その中心
にあるのが「環境」「社会」そして「ガバナンス」から成
る「ESG経営」の実践です。
　まずは「ガバナンス」の観点から「究極の安全」に
向けた取組みをグループ一体で推進し、その上で、
コンプライアンスの強化やリスクマネジメントのレ
ベルアップを図ります。次に「環境」では、低（脱）炭
素社会の実現を目指し、鉄道やまちづくりでの水素
エネルギーの利活用に向けた取組みや、再生可能
エネルギーの導入推進に挑戦します。さらに、「社
会」の観点では、サービス品質改革や子育て支援、
多様なお客さまへの対応、国際鉄道人材の育成、地
域の文化活動への支援などを強力に推進します。こ
うした取組みにより、ＳＤＧｓに掲げられた目標の実
現に力を注いでいきます。
　新たな時代を見据え、様々な変化をチャンスとと
らえて挑戦を続けることにより、これからもお客さ
まや地域の皆さまのご期待に応えられる、地域社会
の発展に貢献できる企業グループとして持続的な
成長を実現していきます。

　JR東日本グループは、発足以降、「鉄道の再生・復
権」に取り組んできました。発足当初に比べ、鉄道の
運転事故は半減し、新幹線をはじめとした鉄道ネッ
トワークの拡充も進みました。また、サービス品質
の向上に努めるとともに、生活サービス、IT・Suica
など、事業フィールドを拡げてきました。これは、お
客さまや地域の皆さまをはじめ、関係するすべての
皆さまのご支援のおかげであり、グループとして地
力がついてきたと感じています。
　一方、さらなる人口減少や自動運転の実用化な
ど、経営環境は急激に変化しており、これまでの延
長線のままでは、変化に適応できません。これから
の変化を先取りしていくため、グループ経営ビジョン

「変革2027」のもと、「鉄道起点」から「ヒト起点」に
ビジネスストーリーを転換し、新たな成長戦略を果
敢に推進していきます。

　私たちは引き続き、安全を経営のトッププライオ
リティに位置づけ、新たに策定した「グループ安全
計画2023」のもと「究極の安全」を追求していきま
す。これにより、グループのあらゆる活動の基盤で
ある、お客さまや地域の皆さまからの「信頼」をさら
に高めていきます。
　そのうえで、私たちの強みである、社会インフラ
を支える重層的で“リアル”なネットワークとその交
流拠点となる駅等を活かし、外部との連携をさらに
拡大することを通じて、お客さまや地域の皆さまの

「心豊かな生活」を実現していきます。
　例えば、ICT等の先端技術を活用した技術革新
に取り組んでおり、「さらなる安全性・安定性の追
求」、「快適性の向上」、「環境性能の向上」、「メンテ
ナンスの革新」の4つのコンセプトで開発を進め
ている次世代新幹線の試験車両（ALFA-X）の試
験走行を開始しました。また、車両や設備の状態に
関するデータを高頻度に取得することで、劣化の
予測や故障の予兆を把握し最適なタイミングで
のメンテナンスを行う「CBM（Condition Based 
Maintenance）」の導入を順次進めています。さら
に、2020年春に開業する高輪ゲートウェイ駅が核
となる「グローバルゲートウェイ品川」においては、
先進的な環境・エネルギー技術を取り入れ、新・国際
交流拠点として世界中から先進的な企業と人材が
集い、成長し続けるまちづくりを進めています。

本レポートでは、ＪＲ東日本グループにおけるさまざまな取組みについて、
「安全」「社会」「環境」「ガバナンス」の4つの柱に分類し、記載しています。4 つ の 柱

サステナビリティレポートの

「グループ安全計画2023」のもと、
グループ全体で「究極の安全」に向
けて取り組んでいることについて
記載しています。

【安全】
輸送サービスを含めたサービス品
質の向上や多様なお客さまへの対
応、観光振興・子育て支援事業等の
地域社会に関わる取組み、ダイバー
シティ等の取組みについて記載し
ています。

【社会】
環境負荷低減や2020年度および
2030年度目標の達成に向けて、各
職場で推進している環境活動や、技
術革新、新たなエネルギー削減メ
ニュー導入等の取組みについて記載
しています。

事業の持続的な成長、企業価値向上
にむけたコーポレート・ガバナンス、
社会とのより良い信頼関係構築に向
けた「コンプライアンス」の取組みに
ついて記載しています。

【環境】 【ガバナンス】
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トップメッセージ 事業活動を通じて社会的な課題を解決する

東日本旅客鉄道（株）
代表取締役社長
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「変革2027」で創造する、
確固たる「信頼」と「心豊かな生活」

ＳＤＧｓを視野に入れたESG経営の実践




